（就業規則による労働条件の変更）

第〇条　この規則に定める労働条件及び諸規定は、法律の改正及び経営環境の変化、その他の業務上の必要により、労働者過半数の代表者の意見を聴いて、変更することができる。

２　会社は、この規則の変更による労働条件の変更について、直ちに周知するものとする。また、労働者は、周知された事項をよく理解するようにしなければならない。

３　労働契約において、労働者及び会社が就業規則の変更によっては変更されない労働条件として合意していた特約があるときは、当該労働条件の内容が変更後の就業規則を下回る場合を除き、当該特約による労働条件を優先するものとする。
（特　約）

第〇条　労働者と会社が労働契約で特約を定め、この規則の内容と異なる労働条件を合意していたときは、当該労働条件がこの規則を下回る場合を除き、当該特約による労働条件を優先するものとする。

２　前項の特約の履行を妨げるやむを得ない事由が生じたときは、労働者と会社の双方の合意のうえで、当該特約の一部を変更し、又は全部を破棄することができる。
62

